












第 十 二二看 第 二 】曝
物 理化學の進歩












紳 前 武 和…21





小 野 宗 三 郎…51
萩 原 篤 太 郎…s?
7・電 子徑澤 に よ る9髦蹤 ガ スの鍾睫 …σ=卍)9.Alの 光i琶效 果 の 考曹感 〔73}9.閥 聡 表 面 に於 け る
ガス の 吸蔚 の統計 力學(74)10・Gti金 鏑 に釣す る アル ゴ ン,窒 素 及 び酸 素 の 低 温,低 塵 に於 け る
吸;rr(75)11.低 媼 に於 け る 鴨ndcrVVnn聰5吸着 等 汲 線 に ょ る種 々の 吸 着 媒 の表 面 積 決 定(76)
12・收 …黻 屡 と凹面 の…繍 壓(76)13.h[+C21も 詈CH、+C1Iaなる反 廳 の勸 力昂(77)14.
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個人賢助會貝.
江副孫右衛円殿
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111本僧 夫紋
團髄督助雷旦
演1亅 富 三 耶殿
金 學 洙殿
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5髄購 堀 楊 信 吉
蹴悩億圃大糊 化學麟鶚竃
卩 鋼 奢 繭 井 松 之 助
駅協町巾駅猛o■馬9三糧膚






日 本 物 理 化 學 研 究 會
靄驫髞 犠需振響・京欄7餐




◇ 夲結に矚ナる批騨g注 窟,要 求筆は京都帝國木蚤物理化學研究室内,窪川眞男宛に願ひ室ナ。
一」■』西一■_一_.紬一 . 一
P卜 附.气 帽 剛.二 「 ・ 一「-...「.∴.一 ㌧..'..一.・ ・..'一
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R啓 時 下 愈 々 御 清 穆 大 賀 の 充 り に 奉 存 候
陳 者 先 般 日 本 物 理 化 觚 界 全 般 の 絶 大 な る 御 支 持 の 下 に 設 立
仕 候 日 本 物 理 化 學 研 究 魯 の 儀 に 關 し 甚 だ 勝 乎 が ま し き 御 賛
助 方 御 願 申 上Ok處 下 記 の 如 く 各)irtiより 多 敏 の 御 後 援!C賜
り 感 銘 の 極 に 有 之 候
先 は 右 御 禮 迄 如 斯 御 座 候 敬 具
昭 和 十 三 年 四n
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「物 理化 學の 進歩」購讀 會 員規 定 假案
n本物理化學研究龠・ノ機關誌 タル本誌 ノ直接購讃者ヲ購請會戯 トス
本誌ハ隔月(偶數月末日)發行 トシ下記内容ヲ有ス
(一)原報又ハ論設(二)紹 介又ハ講義(三)抄 鋒




他二別册 トシテ物理化學文戯集(縮 外閧雜誌 ヨリ拔萃ス)ヲ毎月














































































































































































































































































































































































































































































































































全8卷 ・菊,朝洋糧 美 装 各 科n
毎1二.分幽厨雨 入o
各卷F卩郷50頁以i..自
蜜 費 ・1i4》3圓 うo錢
逞 料 騨6踐〔11i[勺)14茎蹇{珂L方)
















過 去四十 年開 に於 る物理學 上の進展は 、眞に一韓期 を劃 する も
ので あつて 、鼾來の科學 史 ヒ永逼にll匸三憶せ られ る ものであ ら う。
そ して1し影響 は物理撃 、1ヒTt、.Il學等無機 物の領域 を超2て 生物
學,幣 學の舞屯h/に及び 、更 に.'汰の抱 く思想.槻 念を も左右 しや
うとして ゐる。以 て共 の 人懸i文化 臼 こ於 ける基礎の深 さを窺ふ に
.足る ものが ある。
今や'"國は4く曾 為の.n.大時嚇 は直 面 し、あ らゆるliltljlC國力の
擴充 を安求せ られ つSる 。藪 にIlil子物理 學の各部門に亘 り本or4s
座 を刊行する所以の ものは 、自然 界の認識 を深 め我が科學の華礎
を上1}はんが 爲であつて 、廿 了'物理kの 充分 な る咀嚼體 得は.更 に
新 しき物理屡 への飛躍 を準 備 し、科學 産艶 の諸分野への應 用を旺
ん なら しむ る ものと信rる か らであ る。本 講庫 に依 り聊かな りと
もntii的を達成 し、我國文 化に.ゴ〔献 するtr,あらば 、欣快 こ1.tlL過
ぐる ものは ない。
希 イ.力 學(嵌 詮)
},tイ ・ 力 學(昏 論)
原 一ゴ ス ベ ク トル 及 分 子 ・ス ベ ク トル


























士髄;1子 物np學 と 天 文 學
{
理叱學研究肝靭究貝
理 化 昂 研 究 哥
理 化 巫 既 究 所
理【匕厚瞬.簡窃究員
{珮 他 琳 硯 笹 厨理 化 叫 研 舞 駈
梨県交徊「蓍敦象 敦=三




紳 化 邸 研 安 所
北ihidiGIA丿`彫教疲
北海道噺園 大堺敢ほ
大販 啻 団 乳學敦瓢






理 化 穆 肝 晦 所
理 化 串 卩}究所
理 化 毋 婿 寄 所
呼 化 楙 爵 究 駈






































































































擴 替 口 座 東 京46074番





























異哭 日本 化 學 研 究 會 編 纂
・甘警ii鑾轡 學蕾繕1覧
新 第 一 集 第 七 卷 〔一/<Oiユ4-U;Yの文献を牧蔵す〕 新
一is$'7理學 浄1=眞 島 利 行
刊 體貅 鰍盡緬鵬 鞁'こ臨 内㌦,簾靉 欝 頁 刊
日 本 化 學 總 覽 は 丿、1E七年 その欟 に都 せ るにょ り約20年,i;kllJ膾,日
本 學 術振 興 會 共他 各 加llの援 助 を仰 ぎ 今般 漸 く第七 卷 のPgTrを了 し 茲 に明治 一大
正 の化學 的 文献 の抄鑠 を完 戒せb。 本;邦に於 け る一般化 學 の研 究 は 勿論 化學 工
業 ・醫學 ・iiiF3;sac-r一・藥學 等 に亙 る廣 汎 な る研 究 の7pる 報kli特 許 等は その要粹
を抄 録 して集.載せ りp故 に我國 の化學 及び 闘 係學 術 の 丿く勢 は一fa6it然た る もの あ
り。化學 的 夊 献の探索 竝 に研 究 の進 捗 は本.4によ り愈 々能率 的 とな るべ く,化 學
に關係 あ る官 衙 ・學校,會 礼 試驗 所 は 勿論,研 究 者,技 術 家諸 賢 は備 へ て以 て'
rl國の進 歩 を知 る とi,に.本G't'r"fiの物資 研究 利 珊 に資せ られ 遺 漏 なか らん事
を拗 奬 す。







































































































































































([朔治 一1.・一 年 四 月.at京1匕學 會 トシ テ看ll立)






月刊一eo一.五拾 錢 ・高 箇年前 金 六 圓(郵税 共)'
..iゴー.ゴー 、r..一..亨}〕一一 一
購 讀 希 望 の 向 は 邦 交 會 誌 の 方 は
東 京市神 田.區表 紳 保町 三
げ
!1司 京 橋 區 槇 町 三 丁 目三
に 串 込 ま'れ た し。
?
?






二 傾 本曾は化畢の進歩及ひ普及を圜るを以て目的 とす_
四 慷 曾員は化學 に密接なる開係を看する個人叉は團盟たるへ し(以下略)
細剛革二1環會員は下の資格の一を儷ふへ し
」蔓., 一 化學若 くは化畢に密接の關係ある學科を修め叉は有盆なる研究論夊を公にしたること




;第 十 五 慷 常曾は會勝報告及學衛講演等の爲め四八雨月を除 き毎月之 を開 く(以.ド略}
・ ..■第+七 條 年曾は(中 略)毎年四月之を腸 く 〔以下略}一
聾 繝1悌二+六探
































,第 二十二峰 本曾に毎月一囘 卩本化學曾誌を登行す、日本化學會誌は之を邦丈及欲文の二1tr_分っ1











入.會希望者 にして紹介者 なきと.きは學業履雁及び現職 を牛芋に詳
1















































柴田桂太 大河内正敏 小泉 丹
墫井誠太郎 主任石原純
,
4月 増 刊 號





中 村 清 二;世 界大脚1■に於ける歐米讀網の學問動貝.
川丸 衛 郎;厥洲大職に活躍せる學者の面影 と思rll








5月 號 内.容 梗 概
卷 頭
科離 時 嘱の報,_つ いて
壽 書
ゴルヂ ー髪 置 の 一 荷 檢 出 法 〔多蘇 尾 四 郎),蜥 蜍 の享Ill墨卵#fi(M.の紐犠 に 就 て(堀 江
秀 光),特 異 な る魍 期 的A劬pi憩動 の一例(太 π1眞,,種 々の カ'ラスのX線 ル ミ7..、セ
ンスに就 て(籍 海重 行 ・多 川45.E7,隔fつら ら"に 出 來 る縞模 膝(戸 塚 武 彦},k'<qこの
1k礎的45項に 翻 す る一 考 盗(IQk}1(991)・
論 逑
小 倉 金之 助 乙支 那數 學7♪特 昧 性
嵯艘 恨 遼 古;中 艇…子 放.失hNcu艮r「1nio;,"にょ リ生 ず る入 『1二敢射 能 に麓 て
i1}1【1秀撈:新 靴 子論(1)
學 界 展m
武藤 俊 之 助=合 金 のi.:子論 的 研 究(i)
科 羅 纂
谷 津 直 秀 こ本 邦 に於 け 乙最 三量の 金魚J冫研 究
!k/G3:2't本邦 に於1ナる養 蠣 曼 逹 の 回顕
新 刊 書一研 究抄 録 一衛 語 槍 討 一科 學時 事 一學 倉 及 個 人}鳳息
發行所 甥 離 啀 岩 波 書 店
定{買50錢(遘 料2S$)電 話 ヲL段(.ice)磐霎OE呂7(a〕












日本學 術 振 興 會 第十 三 小 委 員會 編 纂
我國に於ける觸媒作用の研究
第 一 輯
〔昭 和 二 年 一 昭 和 九 年 〕
本i;は上記八 ケ年 にユ`る觸媒關係の文獻(特許 を含 む)の抄録 を集 めた るも
のであつて,觸 媒學の見地 より詳細 に分類 されてゐる。 飼卷未の索引には特
に注意が拂はれてゐるか ら工場 に研究室に芍 も觸媒に關係せ られ る諸子 にと
つては必携の=1r.と云はねばな らない。 目下第二輯が執筆 されつ 丶あ るが,第




























定 價 金 五 圓(遑 料 廿 二 錢)
'
賣捌所 岩 波 書
東 京 市 紳.田區 一 ツ橋 ニ ノ 三














































































































































































































































as策]二 學博士 喜 多Rr逸









[1141游液 吸敢 ス ベ ク トル よ り見た る有 鍵分 子 化 合物(1旺)…:1二韻 薄 士 堀 尾 正
[115].構油 の化 學 σ)
[116]硝子 霊 換 の 理 論 放 び 底 用(II)
昌 昌 一 ス ・ セ ク シ ョ ン,化 ～r一工."kAnF｣t介
第4卷
[ur]ア セ チ レ ンよ り酷;酸プ】rRilt(1〕
ア ・ヒ1・7'ルデ ヒ ドの イ}王戊〃ξ
[118]ss子sayのTI1論茂び 磁 川(IIl)
Cii"]桐ゴ晦σ♪1ヒlcy(1り
珊 學 」:李 漢
罸 串 陣 ・1:昌ヤ 村 毒
第4號,
[].0]xテ ー プ ル ・ フ ア イ バ ーユニ.奨の 餐 鵬 と將 來











京 都 市 モ1`田京郷帝園大學





電 話 土 佐堀 二 四〇 ・四 六 八 番
























































































京 郷 市左 京 區 吉 田 本 町33地
電話 ・上1957振 替 ・大暇74984


































































C. 物 理 化 学 の進 歩Vol.'12nNo.2(1938)
屮.














肛 鍮 難 環 ㈱ 疏 陥 酸礫 什醐 脂聡 硫醍嚥・蚓纏 機鶇 工黻 び儂 藥楓 欝II
火
rl然界 に於 け る多 くの 現 象 か.擾 驥1颶彑:に依 て行iま1して 屠 る こ とは 、 動杣 物:'川二i4ik,象が觸 媒0,一p(;tる酵 素
の作 川 にN;くこ とに 依 て も砌 る。1听の如 き酵 素 の1'FIIIは各 種 の 化學1v脚 例.、ば 譌帖,麥 酒,ri,i5,IU:'iits,讐
油等 を總 括 す6醸 造 エ 業 よ丿 更 に 汀を詮は 各1繭の1rl&fiFアセ トン.1:1級7ルコ卩 儿、讎 酵 グ リセ リン等の 化 學 コニ
業 にtJ.て應 用 さ#Lて居 るo然 るに 吾人 ば今 口獪 丙蜜素 の 仁臓 並 に 件lll列論 に闘 し.C鄭る所 が睡 め て尠 い ので あ るo
更 に 悗 近に 於 け る多 くの重 要な る化學F蝿1が 、 觸 媒 の作 聰亅に 依 て 喋 化 し得 る條 件1二遒 合 す るに到 っ た介成 ア
1乙編 纈 認 謝 ㌶ 講1粟臻鷲謂鸞1、鰥鵬潔蕊禦藷織 賢 饗 和
皆然 りである,
其の甚壷 をなす所ぎ.}煽媒の珊膚に開 してi3,極めて遅々たJ斯の如 き化學工業の赫々たる彊塗にもllllら.鱈
覦 るのみである・近 き㈱ 二於て・觸塵纏 論噸 なく・働 黛 嘲 皇い 經軅 轍 及び賞瞼・#tr
nn果 に 依 り釜 々憲 速 な る逾 展 を縦 け るで あ ら う。 而 して 其後 に於 て姑II・}は崩媒 理1醤に導 か1しる所 の 化撃 ユ 契 の 獲 展
が 來 るで あ し う。
從 て從 來 の 敷 多 き觸 媒/11の 現 塾ICつ畠1.9`iを網 羅 緯括 すO郭 並に 是 「番を研 究 サ査fiる・.z.以Lの 經 験 及 び賞
驗 に 依 て觸 媒 を工 業的 に慮 刑す る」=にt,乂 鯛 蝶 う理 論的 醗 究 の 卩 二i丿リニ缺 く叮 らさ.る事で あ るo此 の:L:Maに
於 て本 講 座に 貢 獻 す る所 頗 る大 な こ もの が あ る と恩 ふ 。 〔ン1}1⊂帝 國 大 墨rAs'a;Vtt.川化 學 科致 竈 工nt{tip・17川中 芳 雄
教{受推 廳 丈 よ9)
◇堂々完璧を誇る觸媒化學全貌の闡明と理論的研究
降1驪 変蘇 購 難 総 灘の　
i一.....一...環.旦 「e-t及
・li「s2卷瀰 ・・騾 ・靹 田 俊 一著 用
硫 酸 製 造 法 至京=緊大謬救授
第5卷 ア セ チ レ ン 誘 導 軆 課覊 工灘 鏨濃 邊 卓 郎著 學
有 機 酸 化 製 品 暫 鯛 耕鰍 垂桑 田 勉著 エ
ア ン モ ニ7合nt。 。.,2,*。、、 業
ノ
フ.オ匚,レマ リ ン 合・成
◇◇御 申込の要項◇◇
修 動 ◇鑾6蓉 臨舒 馳
第t觸 媒 作 甬一の 理.論蔵繭焔離 氛亀 信吉薯 向
欝 躑 灘 欝 至久保田勉之鞠 … 方・i
士松 井 元 太 郎著 イ匕 い
第蜷 メ タ ー ル 合 成 臻秘取讐 鋤 耋柴 田勝 太艮曙 啓 ◇刊行期日
ア ン モ 昌 ア 酸 化 。。螺 礁 。佐k*一 雄著 發
　
陣5巻 水
第6卷 タ ー ル 水 素 添 加
合 成 石




油Ff$1tiSr+tffib工輩鯉 藤 村 建 次著 の
應 麗 輩懲 博量吉村 倫之 助著 眞
油 題 簸1鰲釜縫 熊 谷 直 記著 髓
化 霧 欝 纏 三 井 啓 策著 を
靉諾 溌轟 璽山 口 昌 三署 衝





帥 時搬 寄'甲ノ.IC「Ili.デパ ー
ト又i甜 し接 獲 行 所 へ御lil
込 下 さい 。直 棲 發fす所 へ
の御 巾込 は振 牌 に て 會費





配 準 の豫 定,
??
?
???
?
??
?
?
???
?ー?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
發 行 所
索京市祠川u;
小川町2のi?
徇 賢 堂
電話膊田2264番
_振替乗京58436番
?
?
?
亅
L
?
?
皇
